
第４回
岩西校区まちづくり勉強会

日時 令和７年１１月２８日（金）１９：００～２０：３０

場所 豊橋市東部生涯学習センター 第一和室
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はじめに
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現状の
把握

課題の
共有

まちづくり勉強会について
よりよい地区の実現に向けたまちづくりを住民の方とともに
検討していく会

本日の流れ

1. 前回の振り返り

2. ワークショップ

3. 次回の開催に

ついて

（第１回） （第２回） （第３回）

手法の
勉強、
取組検討

（第４回）

まちづくり
プラン（案）

検討

（第５回）

まちづくり
プラン（案）
とりまとめ



前回の振り返り
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第３回まちづくり勉強会
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開催概要

開催日時 令和７年６月27日（金）、午後7時00分～8時30分

会 場 豊橋市東部生涯学習センター 第一和室

開催方法 意見交換、２班に分かれてのワークショップ

出席者
地元 １２名

事務局 豊橋市6名、ランドブレイン株式会社4名 計10名

【次第】

１．前回の振り返り
２．ワークショップ
（手法の勉強と意見交換）
３．次回の開催について



第３回まちづくり勉強会でのワークショップ
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２つの班に分かれ、まちづくりの課題を解消する
取組や手法について意見を出し合いました。



第３回まちづくり勉強会で出された意見
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【現状】
・渋滞する課題を優先して解消したい
・歩行者の安全確保も課題
【道路改良・整備】
・拡幅は土地を提供することに同意しない
人も多いと思う
・電柱を地中化して拡幅
・電柱を民地へ移設
→新しい住宅も多く、協力的かは不明
・電柱を道路端部へ移設するだけでは歩行
者の安全が確保されない

【道路改良・整備】
・道路が狭く、抜け道で使われて
いるため、拡幅が望ましい。

【交通規制】
・一方通行指定は住民が不便に
なり、困る

【現状】
・通学路に指定されている
が、歩道がなく、危ない
→ボランティアが交通立
番を実施している

【道路改良・整備】
・電柱や標識が通行の障害
となっているため地中化
や撤去をしたい
→電柱等があることによ
り、車両がすれ違う際
に速度を落とす等のメ
リットもある

【現状】
・国道１号への右折しにくさが課題
【道路改良・整備】
・交差点部分だけでも拡幅、右折レー
ンの整備
・国道１号の右折専用レーンの整備
【交通規制】
・国道１号への右折を禁止する

【その他】
・ポール等の設置で
速度を抑制

【道路改良・整備】
・早期整備により他の道路の課題
は解消されるのではないか
・早期整備により地区内の他の道
の交通量は減るのではないか
・整備と同時に生活道路も整備で
きるとよい
・地域が分断されるという懸念は
聞いている
→歩道橋整備や立体交差で解消
できるのでは



本日の勉強会の目的と内容
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次回行うこと
◆今までの勉強会で出された意見を踏まえて整理した内
容を確認し、まちづくりプラン（案）としてとりまとめます。

【今回行うこと】

都市基盤施設から見た地区の現状や勉強会の意見
をもとに、課題解消に向けた手法や路線、エリアをま
ちづくりプラン検討案としてまとめました。検討案を活
用しながら、地域のまちづくりについて意見交換しま
す！

前回行ったこと
◆まちづくり課題を解消する取組や

手法についての意見交換
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勉強会の進め方 （計７0分）

❷ ワークショップ （５０分程度）
まちづくりプラン検討案を基に

地域のまちづくりについて意見交換します。

❸ 意見内容の確認・共有 （１０分程度）
各班で意見交換した内容を参加者全員で共有します。

❶ まちづくりプラン検討案の説明 （１０分程度）
事務局で整理したまちづくりプラン検討案を説明します。
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❶ まちづくりプラン検討案の説明
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まちづくりプラン検討案とは

まちづくりプラン検討案とは、地区の都市基盤施設
に関する現状や、勉強会での意見を踏まえた内容を
整理したものです。

これをもとに、今回は地域のまちづくりについて意
見交換します。その内容を、次回の勉強会でまちづ
くりプラン（案）として、とりまとめます。



都市基盤施設に関する地区の現状

（道路・公園の現状）
・道路の量：道路率
・道路の質：４ｍ未満道路延長率
・公園利用：公園数

公園誘致圏

（防災性の現状）
・火災対応：消防活動困難区域
・地震対応：道路閉塞確率
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まちづくりプラン検討案の作成の考え方

これまでの勉強会での意見

まちづくりプラン検討案



道路の質：４ｍ未満道路延長率
・市内市街化区域内と比べて上回ってお
り、脆弱な現状です。
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都市基盤施設に関する地区の現状 (道路)

道路の量：道路率

・市内市街化区域内と比べて、下回って
いる現状です。
単位：％

単位：％

（参考）
・道路率：道路面積/地区面積
・４ｍ未満道路延長率：幅員４ｍ未満道路延長/地区内道路総延長



公園利用：公園数 及び 公園誘致圏

・岩西校区内に公園数は、２箇所で、200㎡と5,100㎡で計5,300㎡。
・岩屋下第三公園（5,100㎡）のみ、一時避難場所として指定されている。
・岩西校区内には、北部に公園誘致圏外のエリアが存在する。

（参考）公園誘致圏：近隣公園から500m圏内、街区公園から250m圏内 14

都市基盤施設に関する地区の現状 (公園)
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都市基盤施設に関する地区の現状 (防災性)
火災対応：消防活動困難区域

・岩西校区内には、北西部、
南東部に消防活動困難区域
が存在する。

地震対応：道路閉塞確率

・震災時には、岩西校区内の道
路の半分以上の 55.0％ が塞
がれてしまう可能性がある。

（参考：消防活動困難区域）
・ネットワークされ
た幅員６ｍの道路
から１４０ｍを超
えた区域をいい、
火災への対応のし
やすさをみる指標
とされています。

（参考：道路閉塞確率）
・地震の際に沿道の
建物の倒壊により
どのくらいの道路
が塞がれるかを示
す指標です。 出典

消防活動困難区域：国土技術性政策総合研究所「密集市街地のための集団既定のガイドブック」
道 路 閉 塞 確 率：都市防災実務ハンドブック編集委員会「都市防災実務ハンドブック」
道路閉塞状況写真：国土交通省HP



【都市基盤施設に関する地区の現状からみた課題】

〇幅員４ｍ未満道路の解消 〇公園の確保
〇消防活動困難区域の解消、避難路・避難場所の確保
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都市基盤施設に関する地区の現状からみた課題
【道路・公園の現状】

（道路率）
・道路の量は、市内市街化区域内と比べて下回っている。

（４ｍ未満道路延長率）
・幅員４ｍ未満道路が市内市街化区域内と比べて上回っており、脆弱。

（公園数 及び 公園誘致圏）
・公園数は2箇所。
・岩屋下第三公園のみ、一時避難場所として指定されている。
・北部に公園誘致圏外のエリアが存在する。

【防災性の現状】

（消防活動困難区域）
・消防活動困難区域が2箇所存在する。

（道路閉塞確率）
・震災時に半分以上の道路が塞がれてしまう可能性がある。
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これまでの勉強会での意見

〇交通量の多い道路において、歩行者の安全確保や速度抑制、
渋滞解消に関する意見

〇住宅が密集して狭く入り組んだ道路が多いエリアにおいて、
円滑な緊急車両の通行確保に関する意見
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【これまでの勉強会での意見】

〇交通量の多い道路において、
歩行者の安全確保や速度抑制、
渋滞解消に関する意見

〇住宅が密集して狭く入り組んだ
道路が多いエリアにおいて、円
滑な緊急車両の通行確保に関す
る意見

【都市基盤施設に関する
地区の現状からみた課題】

〇幅員４ｍ未満道路の解消

〇公園の確保

〇消防活動困難区域の解消、避難路・
避難場所の確保

交通環境の改善と防災性・生活環境の向上

まちづくりプラン検討案

まちづくりプラン検討案作成の考え方
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まちづくりプラン検討案

道路拡幅（W=6m）
・消防活動困難区域
の解消

道路拡幅（W=10m）
・歩道の設置による歩行者の安全確保

交差点改良
・右折レーン設置による渋滞の解消

【地区全体】
・幅員４ｍ未満道路の解消

道路拡幅（W=10m）
・消防活動困難区域の解消
・歩道の設置による歩行者
の安全確保

東三河環状線の整備
・沿道も含めた道路
整備の検討

交差点改良
・右折レーン設置による
渋滞の解消

交通環境の改善と防災性・生活環境の向上

公園整備
・身近な公園の確保
・避難場所の確保

※この図は勉強会の検討用資料です。今後皆様からのご意見を伺い、より良い計画にしていく予定です。
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❷ ワークショップ
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幅員４ｍ未
満道路の解消に
は住民負担があ
るの？

まちづくりプラン検討案について意見交換し整理します。

交差点部分
だけでも拡幅、
右折車線があれ
ば渋滞が解消す
るのでは。

どうしても６ｍ
道路にしなきゃい
けないの？

みんなが賛同
するのであれば
小規模な区画整
理もいいかも。

拡幅が
望ましいけど、
通過交通が増え
るのは困るわ。

東三河環状
線が整備されれ
ば、通過車両が
生活道路への進
入することも減
るよね。

まちづくりプラン検討案に関する意見の整理方法
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まちづくりプラン検討案に関する意見の整理方法

意見をふせんに記入しシートに貼ります。

右折レー
ン設置で
十分

意見をふせん
に記入し添付

電柱が
なけれ
ば安全

意見をふせんに
記入し添付

意見をふせんに記入し添付

班番号
を記入
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内容の共有の進め方 （各班３分程度）

各班で整理した意見を紹介し合い、
参加者全員で共有します。



次回の開催について
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次回の開催について
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第５回まちづくり勉強会（次回）

（日時）
令和８年２月下旬、１９時～２０時３０分を予定
（日程が決まりましたらご案内します）

（場所）
豊橋市東部生涯学習センター 第一和室（予定）

（開催内容）
・まちづくりプラン（案）のとりまとめ

第４回まちづくり勉強会（本日）
・まちづくりプラン検討案について意見交換
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